
　8月は日本各地で国内観測史上最高気温を記録するなど猛暑が続
きました。それでも子どもたちは元気に夏休みを過ごし、日焼けし
て真っ黒になりました。（町営プールで撮影） 
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主な内容 

虫供養紹介 

まちの話題 

最優秀レシピ決定 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　阿久比谷虫供養について、歴
史や見どころについて紹介。 

　第３回児童会サミット開催。あぐいふれあい
盆踊りの夕べに2,300人が参加した話題など。 

　めざせ！ハッピーライフあぐい21の一環で募集
した「わが家の健康レシピ」の受賞作品を紹介。 

　「暑い、暑い」と言いながらのぶらり旅。自然界
では秋の準備が進む。“抱き地蔵”に出会い…。 
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広報あぐい　２００７年９月１日号

今年の虫供養は阿久比地区で開催されます。 

日時　９月２３日（日）　秋分の日 

　　　午前９時～午後４時 

　　　百万遍念仏は　午後１時～ 

場所　阿久比神社境内 
虫供養会場周辺地図 

 　虫供養は阿久比谷虫供養保存会が所有する『英比谷供養縁起記』によると、知多出身で融通念仏の始
祖良忍上人の教えが元になり、米作りや野菜作りで犠牲になった虫を供養するために念仏を行ったこと
が始まりとされ、平安時代の終わりころから阿久比でも行われるようになった民俗信仰行事です。通称
「クヨ」と呼ばれています。 
　現在、町内１３地区の持ち回りで当番を受け持ち、当番になる地区は掛軸や仏具などを寒干しや土用干
しをして１年間大切に保管し、９月２３日（秋分の日）虫供養本番を迎えます。 

歴　　史 
　平安時代の終わりころから始まった虫供養は、天正５（１５７７）年坂部城が織田信長の家臣佐久間信盛
の手勢により焼かれると、兵士たちに虫供養の掛軸や仏具などが奪い去られ、治安悪化で中止に追い込
まれました。 
　その後、戦乱が治まった江戸時代に再び行われるようになり、宝暦６（１７５６）年には行事が永久に継
続できるようにと「当番制」と「寄付制」が設けられます。この取り決めは掛軸の修復や仏具の修理や
新調など行事を維持していく上で重要な意味を持ちました。 
　寛政７（１７９５）年には、虫供養の道具などを紛失した場合には仲間から除外するという厳しい申し合
わせがされました。現在でも次の当番地区への受け渡しの際には、目録と道具などを一品一品確認する
厳粛な方法が受け継がれています。 
　明治９（１８６７）年廃仏毀釈の影響で一時中止に追い込まれます。中止して２、３年田畑に害虫が発生
し、農作物の不作が続き、悪病が流行しました。各地区から復活を求める声が高まり、再び虫供養が行
われるようになり、現在に至っています。 
　昭和５８年には東浦、知多、常滑とともに「知多の虫供養行事」として愛知県無形民俗文化財に指定さ
れました。 
　何度中断しても力強くよみがえり、今日まで受け継がれた「虫供養」の歩みは阿久比の地に住む私た
ちの心意気と誇りの象徴です。 
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久
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阿久比駅前 
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　午後１時ころから、大道場
で虫供養念仏が始まります。
導師の先導で同行衆によって
百万遍念仏が唱和され、大数
珠が操られます。 

　供養場には大道場と８つの
小屋が設けられ、それぞれに
掛軸が飾られます。各小屋で
はローソクがともり、“小屋
番”と呼ばれる人たちが鉦を
たたいています。 

　会場に立てられた大塔婆の
下の砂山を小さな子どもに素
足で踏ませると、「かんの虫封
じ」や「健やかに成長できる」
と言い伝えられています。 

　夕方が近づくと次の当番地
区への受け渡しが行われます。
この受け渡しから虫供養の行
事が始まると言われています。 
 

おお とう ば 

かね 

　
虫
供
養
に
出
掛
け
た
ら
掛
軸
に
注
目

し
て
く
だ
さ
い
。
十
二
幅
の
町
指
定
文
化

財（
昭
和
五
十
八
年
九
月
指
定
）の
掛
軸

を
は
じ
め
、貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。 

　
掛
軸
は
当
番
地
区
で
寒
干
し
や
土
用

干
し
な
ど
を
行
い
、地
区
の
寺
な
ど
で
大

切
に
保
管
さ
れ
ま
す
。 

※
　
☆
印
は
町
指
定
文
化
財
で
す
。 

道　　場　　小　　屋 

四 番 小 屋  三 番 小 屋  二 番 小 屋  一 番 小 屋  

五 番 小 屋  六 番 小 屋  七 番 小 屋  八 番 小 屋  

�������	�

□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）



4

広報あぐい　２００７年９月１日号

７月 ２９ 日執行

参参参参参参参参参参参参参参参参議議議議議議議議議議議議議議議議院院院院院院院院院院院院院院院院議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員通通通通通通通通通通通通通通通通常常常常常常常常常常常常常常常常選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙参議院議員通常選挙 －阿久比町結果－
□問い合わせ先　阿久比町選挙管理委員会
　　　　　　　　�（４８）１１１１（内２０７）

投票率　６５.１６％　当日有権者数　２０,１５９ 人
得票数所属党派　候補者名

２２６社会民主党　平山良平

３,３２３自由民主党　鈴木政二

１,３６３日本共産党　八田ひろ子

４３維新政党・新風　柘植まさじ

５０共生新党　荒川厚太郎

２,６９５民主党　谷岡くにこ

３,１８７民主党　大塚耕平

１,９４０公明党　山本　保

８８無所属　兵藤高志

２２１無　　効

１３,１３６投票総数

投票率　６５.１５％　当日有権者数　２０,１５９ 人
合計得票候補者得票政党得票所属党派　候補者名
３４.０００１０.０００２４.０００維新政党・新風
４００.６８７３９.６８７３６１.０００社会民主党
１,４１４.０５０５１８.０５０８９６.０００公明党
５９.０００３３.０００２６.０００９条ネット
２９.０００２０.０００９.０００共生新党
９５２.２００１０１.２００８５１.０００日本共産党
２５６.８００１３８.８００１１８.０００国民新党
３,４９５.８９０１,１１０.８９０２,３８５.０００自由民主党
５,５８３.０５９１,１１５.０５９４,４６８.０００民主党
３３３.０００１１５.０００２１８.０００新党日本
１２９.３１２３４.３１２９５.０００女性党
４４６.０００無　　効
０.００２按分切捨

１３,１３３.０００投票総数

　

町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
家
具
の
転
倒

に
よ
る
死
亡
・
負
傷
な
ど
事
故
防
止
の
た

め
の
「
家
具
転
倒
防
止
金
具
取
り
付
け
」

（
四
点
ま
で
）
費
用
を
負
担
す
る
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】

①　

対
象
家
屋　

対
象
者
が
居
住
す
る
家
屋

②　

取
付
け
部
屋
な
ど　

利
用
頻
度
の
高

い
寝
室
、
居
間
な
ど

③　

取
り
付
け
対
象
家
具　

洋
服
ダ
ン
ス
、

和
ダ
ン
ス
、
整
理
ダ
ン
ス
な
ど
（
家
電
、

仏
壇
を
除
く
）

④　

取
り
付
け
家
具
数　

一
世
帯
四
点
ま
で

⑤　

取
り
付
け
金
具
の
種
類　

町
が
指
定

す
る
チ
ェ
ー
ン
、
固
定
金
具
と
し
、
家

具
お
よ
び
壁
な
ど
に
固
定
で
き
る
も
の

と
す
る

【
対
象
者
】

　

阿
久
比
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
う
ち
、
取

り
付
け
を
希
望
す
る
世
帯
。

①　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯

②　

身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
の
方
が

属
す
る
世
帯

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
三
級
以

上
の
方
が
属
す
る
世
帯

④　

療
育
手
帳
Ｂ
判
定
以
上
の
方
が
属
す

る
世
帯

⑤　

母
子
世
帯
で
義
務
教
育
就
学
中
ま
た

は
就
学
以
前
の
子
ど
も
が
属
す
る
世
帯
。

（
義
務
教
育
終
了
後
の
子
ど
も
が
い
る

場
合
に
は
対
象
外
と
す
る
）

⑥　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
属
す
る
世
帯

⑦　

①
〜
⑥
に
準
ず
る
世
帯
で
、
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
世

帯
で
、
税
法
上
の
特
別
障
害
者
控
除
に

該
当
す
る
方
が
属
す
る
世
帯

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

防
災
交
通
課
防
災
係　

�
（
４
８
）
１

１
１
１
（
内
２
０
８
・
２
７
７
）

十
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

金
具
取
り
付
け
費
用
を
負
担
し
ま
す 

地
震
に
備
え
て

地
震
に
備
え
て 

　
家
具
転
倒
防
止
対
策
を

　
家
具
転
倒
防
止
対
策
を 

地
震
に
備
え
て 

　
家
具
転
倒
防
止
対
策
を 

金
具
取
り
付
け
費
用
を
負
担
し
ま
す 

愛知県選挙区愛知県選挙区 比 例 代 表比 例 代 表
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６９ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
員
が
八

月
八
日
に
半
田
消
防
署
へ
一
日
入
署
体
験

を
行
い
、
阿
久
比
町
か
ら
は
各
小
学
校
の

ク
ラ
ブ
員
を
代
表
し
て
六
年
生
二
十
三
人

が
参
加
し
て
防
火
や
救
急
へ
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
半
田
消
防
署
一
日
入

署
は
ク
ラ
ブ
員
に
、
消
防
業
務
に
つ
い
て

関
心
を
深
め
さ
せ
、
防
火
意
識
の
高
揚
と

ク
ラ
ブ
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
員
が
体
験
し
た
種
目
は
、
施
設

見
学
、地
震
体
験
・
濃
煙
体
験
・
救
急
体
験
・

放
水
体
験
・
規
律
体
験
・
は
し
ご
車
の
試

乗
・
救
助
訓
練
の
見
学
な
ど
で
す
。　

　

通
信
指
令
室
の
見
学
中
に
実
際
の
救
急

通
報
が
入
り
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
も
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

救
助
訓
練
の
見
学
後
に
は
、
南
部
小
学

校
卒
業
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
と
の
交
流
も

あ
り
ま
し
た
。

　

大
変
暑
い
日
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

は
消
防
署
員
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
は
、
少

年
期
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
を
身

に
付
け
、
火
遊
び
な
ど
の
危
険
な
行
為
を

防
止
し
て
、
各
家
庭
や
学
校
で
火
災
の
防

止
を
図
り
、
火
災
予
防
思
想
の
基
礎
を
築

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

全
国
レ
ベ
ル
の
組
織
団
体
で
、
阿
久
比
町

で
も
す
べ
て
の
小
学
五
年
・
六
年
生
が
ク

ラ
ブ
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
部
小
学
校
で
「
防
犯
少
年
団
」
の
任

命
式
が
七
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
、
五
年

生
の
児
童
十
一
人
に
半
田
警
察
署
長
か
ら

少
年
団
員
証
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
警
が
子
ど
も
同
士
の
安
全
と
防

犯
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
防

犯
少
年
団
設
立
を
推
進
す
る
中
で
、
南
部

小
学
校
は
日
ご
ろ
の
防
犯
活
動
の
実
績
が

評
価
さ
れ
、
半
田
警
察
署
管
内
の
モ
デ
ル

校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

任
命
式
の
後
、
団
員
ら
は
ア
ピ
タ
阿
久

比
店
に
出
掛
け
、
店
頭
で
防
犯
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

今
後
は
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な
ど

し
て
、
下
級
生
に
安
全
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

消防服を試着するクラブ員

放水体験

少年団員証を交付された南部小児童
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●セントレアで阿久比をＰＲ

８月１日から５日の５日間、中部国際空港イベントプラ
ザで「知多半島観光物産展『夏まつり』in セントレア２００７」
が開催されました。８月４日の「阿久比町の日」には、セ
ントレアを訪れた客に、ホタル保護活動の取り組みの紹介
や、“アグピーのぬりえコーナー”を設けて親子でぬりえ
を楽しんでもらい、阿久比米で作った「米粉パン」を配る
など、阿久比町をＰＲしました。

第３回児童会サミットが８月１日、中央公民館本館で開かれました。
昨年から「いじめのない学校・明るく楽しい学校にするには」をテー

マに２回行われています。今回のテーマは「笑顔あふれる学校にする
ための取り組み」。町内４小学校の児童会役員２３人とオブザーバーと
して阿久比中学校の生徒会役員２人が参加しました。
違う学年と交流を深める「ペア活動」や、言葉では言えない自分の

気持ちを校内掲示板の「ありがとうの木・ごめんなさいの木」に張り
出す取り組みなど、各校からユニークな取り組みが発表されました。
児童たちは各学校から発表された取り組みや意見を参考にして、町

内のすべての学校を「笑顔あふれる学校にしていこう」と機運を高め
ました。

●町老人クラブ「友愛活動」の事例を発表

８月９日、中央公民館本館で宮津山田達者会が「私たち
の友愛活動」と題して、日ごろの活動を発表しました。
友愛活動は老人クラブ会員同士がお互いに助け合うこと
を目的として、一人暮らしなどで困っていることを手助け
しています。発表者の福本悟さんは「成果は未知数だが、
活動は着実に進んでいる」と結んでいました。

●阿高生が水泳訓練にボランティアで参加

８月９日と１０日の２日間、町営プールで授産所「もちの
木園」の園生１５人が、体力維持と水に対する恐怖心をなく
すことを目的に水泳訓練を行いました。
阿久比高校水泳部員など２２人がボランティアで参加して、

水泳訓練の手伝いを行いました。阿久比高校との交流は約
２０年前から続き、園生と触れ合いながら楽しそうに指導を
していました。

●イスラエルから阿久比町にホームステイ

阿久比ライオンズクラブの交換留学生として、イスラエ
ルから阿久比町に滞在（８月３日～９日までの７日間）し
たモア・ショーラーさん（１７歳・高校生）が８月３日、町
長を表敬訪問しました。
ショーラーさんは田中清高さん（椋岡）宅でホームステイ
を行いました。「日本語と日本の文化を勉強したい。おみ
やげに蛇の目傘を買って帰りたい」と話していました。

学校での取り組みを発表する児童
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●夏休みを利用してふるさとを探検

８月７日、小学生２３人が「ふるさと探検隊」に参加
しました。
子どもたちに知多半島の自然や歴史を知ってもらお
うと町教育委員会が企画しました。この日は、貴重な
自然環境が残る高根湿地（板山）や新美南吉の童話
「ごんぎつね」の舞台となったと言われる権現山（植）
などを探検にいきました。
子どもたちは、高根湿地で日本最小のトンボ「ハッ
チョウトンボ」や「モウセンゴケ」を発見し、説明員
から「湿地でしか見られない貴重なものだよ」と話を
聞くと、大変驚いていました。

高根湿地を見学する子どもたち

●親子ビーチボールバレー大会で熱戦

８月１８日、親子ビーチボールバレー決勝大会が英比
小学校体育館で行われました。
４つの小学校地区で予選を行い、勝ち進んだ１２チー

ムがこの日の決勝大会に出場しました。
大熱戦の末、今年の大会は「山田パワーズ」チーム

が見事優勝に輝き、「夏休みのいい思い出ができて、と
てもうれしい」と親子で優勝を喜んでいました。
大会結果は次のとおりです。
優勝　山田パワーズチーム　準優勝　卯ノ山Ｂチーム
３位　高根台Ａチーム・植西チーム

熱戦を繰り広げる親子

８月１６日、役場前駐車場で「あぐいふれあい盆踊
りの夕べ」が阿久比町文化協会の主催で行われ、約
２，３００人が夏祭りを楽しみました。
浴衣を着た老若男女が阿久比音頭やオアシス音頭
などの曲に合わせて、会場に設けられたやぐらの周
りを輪になって踊りました。
アトラクションでは公民館教室「日本のまつり」
受講生１７人が日本各地に伝わる踊りを披露するなど
祭りを盛り上げました。
夜になっても気温があまり下がらず、残暑厳しい
“夕べ”となりましたが、それでも参加者は踊りに
夢中になり、心地よい汗を流していました。

盆踊りを楽しむ参加者
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

皆
さ
ん
は
、
毎
日
野
菜
を
食
べ
て
い
ま

す
か
。
体
の
調
子
を
整
え
、
免
疫
力
を
高

め
る
た
め
に
野
菜
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
家

庭
の
食
卓
に
、
ど
の
よ
う
な
野
菜
料
理
が

並
ん
で
い
ま
す
か
。

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
�
野
菜
を

２１食
べ
よ
う　

わ
が
家
の
健
康
レ
シ
ピ
�
と

題
し
、
六
月
中
に
野
菜
を
使
っ
た
健
康
料

理
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

書
類
審
査
を
行
い
、
十
八
作
品
が
最
終

選
考
に
残
り
、
七
月
二
十
日
、
阿
久
比
町

健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議
会
の
協
力

に
よ
り
、
健
康
日
本　

あ
ぐ
い
計
画
推
進

２１

メ
ン
バ
ー
十
九
人
が
試
食
を
し
、
投
票
の

結
果
、
受
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
百
八
十
五
通（
一
般
部
門
五
十
五
通
、

親
子
部
門
百
三
十
通
） 

（一般部門・親子部門ごとに各一点） 

一般部門 

鈴村　充世さん 
※　１１月４日の健康まつりの試
　食メニューに採用されます。 

親子部門 

永田　悠太君（英比小学校６年） 
※　学校給食に採用されます。 

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

『
ベ
ジ
タ
ブ
ル
バ
ー
ガ
ー
』

竹
内　

比
菜
さ
ん
（
南
部
小
学
校
六
年
）

『
野
菜
た
っ
ぷ
り
と
う
が
ん
汁
』

松
井　

勇
輝
君
（
阿
久
比
中
学
校
二
年
）

『
夏
野
菜
�
パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ム
レ
ツ
』

新
美　

龍
位
君
（
英
比
小
学
校
五
年
）

『
き
ん
ち
ゃ
く
包
み
き
ゃ
べ
つ
の
ト
マ
ト

ス
ー
プ
煮
』

濱
嶋　

芳
子
さ
ん

『
い
ろ
い
ろ
野
菜
と
ベ
ー
コ
ン
の
蒸
し

煮
』

板
野　

雄
介
君
（
英
比
小
学
校
五
年
）

特

別

賞

�
�
�
�
�
（
全
体
か
ら
一
点
）

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
（
一
般
部
門
か
ら
一
点
）

�
�
�
�
（
親
子
部
門
か
ら
一
点
）

（
一
般
部
門
か

ら
一
点
）

（
親
子
部
門
か
ら

一
点
）
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最優秀賞の　　　で料理を作ってみませんか レシピ レシピ レシピ 

＜材料・分量（４人分）＞ 
ナス３本、トマト２個、ピーマン３個、タマネギ１個、ニンニク少 、々とろ
けるチーズ４枚、ウインナー２本、パン粉適量、カレールウ５０g、ワイ
ン３０cc、塩少 、々コショウ少 、々オリーブ油少々 

①　ナスはへたを取り、ところどころ皮をむき２cmの輪切りにし、半
分に切る。フライパンにオリーブ油を引き、ナスを並べて蒸し焼
きにする。 

②　別のフライパンにオリーブ油を引き、ニンニクを入れ、次にタマ
ネギ・ピーマンを加えて炒め、塩・コショウをする。しんなりしたら
トマトを加え強火にし、ワインを入れる。２分～３分したらカレー
ルウを加えて煮詰める。 

③　①のナスを耐熱容器に入れ、②をかける。その上にチーズ、ウ
インナー、パン粉の順にのせ、オーブントースターで２分～３分焼く。 

作り方 

PRポイント 
　夏になると家でたくさん取れる、野菜ばかり使いました。ぼ
くには苦手な野菜ばかりだけれど、これだと全部食べられます。
パンやごはんの上にのせて焼いても、とてもおいしいです。 

調理時間 
約２０分 
調理時間 
約２０分 

親 子 部 門 

＜材料・分量（４人分）＞ 
ジャガイモ２個、タマネギ１個、ニンジン１/２個、ナス１本、五月マメ４本、
シイタケ２個、豚肉１００g、砂糖適量、しょうゆ適量 

①　材料を適当な大きさに切る。 
②　切った材料をすべて油で炒め、水、砂糖で煮、しょうゆを入れ、
煮詰める。（じゃがいもが粉吹きいもの状態になるようにする。） 

作り方 

PRポイント 
昔、祖母が煮てくれました。 

調理時間 
約２０分 
調理時間 
約２０分 

一 般 部 門 

① 

② 

① ② 

③ 

�������	
������
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�◆
期　

日　

十
月
六
日（
土
）

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
零
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

親
子

◆
定　

員　

十
二
組

◆
受
講
料
な
ど　

千
四
百
円

◆
内　

容　

親
子
で
ピ
ザ
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

◆
講　

師　

宮
本
友
美

�◆
期　

間　

十
一
月
八
日（
木
）・
十
六
日

（
金
）全
２
回
コ
ー
ス

◆
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時（
予
定
）

◆
会　

場　

知
多
半
島
内

◆
対　

象　

シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以
上
の
高

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
・
ピ
ザ
づ
く
り

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

再

発

見

・

知

多

半

島

齢
者
）

◆
定　

員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
入
場
料
・
昼
食

代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内　

容　

知
多
半
島
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
な
ど
を
見
学
、
体
験
し
、

ふ
る
さ
と
を
再
発
見
し
ま
す
。

�◆
期　

間　

十
月
十
日（
水
）〜
十
一
月
十

四
日（
水
）　

全
六
回

◆
時　

間　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

和
食
あ
れ
こ
れ

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

六
千
二
百
円
程
度

◆
内　

容　

魚
の
さ
ば
き
方
や
和
食
の
一

味
違
う
味
付
け
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。

�◆
期　

間　

十
一
月
二
十
二
日（
木
）〜
平

成
二
十
年
二
月
二
十
一
日

（
木
）　

全
七
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

七
千
九
百
円

◆
内　

容　

家
庭
で
出
来
る
洋
食
の
作
り

方
や
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
の
入

れ
方
を
学
習
し
ま
す
。

◆
講　

師　

鬼
頭
寿
夫

�◆
期　

日　

十
一
月
二
十
七
日（
火
）

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
四
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円
程
度

◆
内　

容　

米
粉
を
使
っ
て
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

◆
講　

師　

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　

竹
内
文
江
ほ
か

洋
食
あ
れ
こ
れ

米
粉
で
ケ
ー
キ
づ
く
り

平
成
１９
年
度
第
三
期 

 
生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
三
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

和食あれこれ
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�◆
期　

間　

十
月
四
日（
木
）・
十
月
十
一

日（
木
）　

全
二
回

◆
時　

間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

◆
会　

場　

衣
浦
港
ほ
か
（
施
設
見
学
）

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

毎
日
の
生
活
で
出
る
ゴ
ミ
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

◆
講　

師　

環
境
衛
生
課
職
員

�◆
期　

間　

十
一
月
七
日（
水
）・
九
日

（
金
）全
二
回
コ
ー
ス

◆
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
（
十

一
月
九
日
は
午
前
十
時
〜
）

◆
会　

場　

大
樹
寺
（
岡
崎
市
）・
安
楽
寺

（
蒲
郡
市
）
ほ
か

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
拝
観
料
・
昼
食

代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内　

容　

於
大
の
方
の
足
跡
を
巡
り
な

　
　
　
　
　

が
ら
楽
し
く
歴
史
を
学
び
ま
す
。

◆
講　

師　

郷
土
学
習
同
好
会
（
文
化
協

会
）・
施
設
職
員

�◆
期　

間　

九
月
二
十
五
日（
火
）〜
十
二

月
十
一
日（
火
）　

全
六
回

ゴ

ミ

を

考

え

る

「
ゴ
ミ
の
行
方
を
追
跡
し
よ
う
」

歴

史

講

座

「
於
大
の
方
、そ
の
足
跡
を
巡
る
」

楽
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

◆
時　

間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館                

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
百
円

◆
内　

容　

か
わ
い
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

小
物
入
れ
を
製
作
し
ま
す
。

�◆
期　

間　

十
一
月
二
十
六
日
（
月
）・
二

十
八
日
（
水
）・
三
十
日
（
金
）

全
三
回

◆
時　

間　

①
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

②
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
　
　
　
　

③
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

①
〜
③
各
十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

七
百
円

◆
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
年
賀
状

づ
く
り

パ
ソ
コ
ン
教
室
・

「
年
賀
状
を
作
ろ
う
」

�◆
期　

日　

十
月
十
二
日（
金
）

◆
時　

間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

犬
の
飼
い
方
、
し
つ
け
や
マ

ナ
ー
、
疾
病
予
防
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

◆
講　

師　

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
知
多
支
所

�◆
期　

日　

九
月
二
十
五
日（
火
）

◆
時　

間　

午
後
六
時
〜
午
後
八
時

◆
会　

場　

蓮
慶
寺

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
内　

容　

中
秋
の
名
月
を
見
て
、
琴
の

音
を
聞
き
な
が
ら
俳
句
を
作

り
、
秋
の
夜
の
情
緒
を
味
わ

い
ま
す
。

犬
の
し
つ
け
と
マ
ナ
ー

文
化
協
会
主
催「
お
月
見
会
」

�

�

�

�

���������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������
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� �
� �
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� �
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□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期限　９月１２日（水）まで
□申込方法　中央公民館本館事務室窓口、電話（平日午前９時～午後５時）FAX・メールで申
し込んでください。
※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定します。　申し込みが１０人未満の
場合や講師の都合により変更などもありますのでご了承ください。
□問い合わせ先
　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　FAX（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp

生生生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室・・・・・・・・・・講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座生涯学習教室・講座

パソコン教室
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７月２３日、中央公民館本館で小学生２２人が参加して
「おもしろ理科実験教室」を行いました。
町内の小中学校の先生が講師となり、子どもたちは

「光で回る風車」と「スーパーボール作り」に取り組
みました。
この日は阿久比中学校の理科部１２人の生徒もボラン

ティアで参加して教室の手伝いをしました。
学校の授業とは少し違った内容の実験に、子どもた

ちは大変興味を示していました。

半田消防署阿久比支署の協力で、８月５日に親子ふ
れあい教室・消防体験教室を役場前駐車場で開催しま
した。
暑い中、参加した親子６組１５人は消火訓練、レイン
ジャー訓練、ほふく救出訓練の見学、はしご車の試乗
などの体験学習をしました。
参加者は「自分自身のことは自分で守る」という消
防署職員からの説明を受け、訓練を通じて貴重な体験
をしました。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおもももももももももももももももももももももしししししししししししししししししししししろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれあああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

つなげよう　心のホットライン 

　長い夏休みが終わった9月は、夏休みの不規則な生活による遊び癖や怠け癖から、家出する子ども
たちが増加する時期です。 
　警察では、この時期に駅・繁華街での街頭補導や風俗営業所などへの立入調査などを強力に行い、
家出した子どもたちの早期発見に努めています。 

　「家にいてもおもしろくない」「親と話が合わない」「学校が嫌い」といった
理由から子どもたちは家出をします。日ごろから次のことに気をつけましょう。 

 
　警察の担当者が親身になって相談に乗り、一緒になって問題解決の糸口を探します。
内容によっては専門の相談機関を案内します。安心して相談してください。 
□問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 

・　子どもが何を考え、どんなことに興味を持っているかをよく観察し、 
　理解するようにしましょう。 
・　日常会話から、子どもとのふれあいを増やしましょう。 
・　子どもの教育やしつけは、母親任せではなく、父親も一緒に考えましょう。 
・　子どもに目標を持たせ、やる気を起こさせましょう。 
・　親同士でも連絡を取り合い、子どもの行動を知るようにしましょう。 

家出防止は対話から！ 家出防止は対話から！ 
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１．早寝　早起き　家族そろって朝ご飯
２．大人から　笑顔で挨拶　オアシス運動
３．しっかりほめて　きちんとしかる
４．子どもも家族の一員　できることからお手伝い
５．子どもの目をみて話そう　目をみて聴こう
６．知らせよう　語りかけよう　命の大切さ
７．テレビを消して　家族のふれあい大切に
８．大人が手本を示そう　社会のルール
９．家族一緒に　自然とふれあい　元気に遊ぶ
１０．

　平成１７年度から立ち上げた、阿久比町幼保小中一貫教育プロジェクトの活動が今年の４月か
ら本格実施となりました。
　幼児教育部会が作成した「阿久比子育て１０か条」を、９月に小学３年生以下の園児・児童が
いる家庭に配布します。「心とからだが輝くための１０か条」と題して、「早寝　早起き　家族
そろって朝ご飯」から「家族一緒に　自然とふれあい　元気に遊ぶ」まで９か条定めてあり、
１０か条目は各家庭で決めて記入できるものになっています。家庭で見やすい場所に張り、子育
てに役立てていただければと思います。

10か条目は各家庭で決めてください。 10か条目は各家庭で決めてください。 

　秋に「親子ふれあい読書キャンペーン」を展開します。

幼稚園・保育園、小学校、中学校が同時に各家庭と協力

して行います。親子が読書や会話、読み聞かせを通して、

ともに過ごす時間をつくり、触れ合いを深めてください。

　１１月２日に阿久比町幼保小中一貫教育プロジェクトが

進めてきた活動の実践発表会を行います。保護者・町民

だけでなく、町外の教育関係者にすべての園や学校を公

開します。保護者へは各園・学校から詳細をお知らせし

ます。

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

家庭に配布するパンフレット

�������	
�������

�������
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冷
房
の
温
度
を
一
度
高

く
、
暖
房
の
温
度
を
一

度
低
く
設
定
す
る 

週
二
日
、
往
復
八
キ
ロ

の
車
の
運
転
を
ひ
か
え

る 一
日
五
分
間
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
行

う 待
機
電
力
を
９０
％
削
減

す
る 

シ
ャ
ワ
ー
を
一
日
一
分

間
家
族
全
員
が
減
ら
す 

ふ
ろ
の
残
り
湯
を
洗
濯

に
使
い
ま
わ
す 

ジ
ャ
ー
の
保
温
を
止
め
る 

家
族
が
同
じ
部
屋
で
団

ら
ん
し
、
暖
房
と
照
明

の
利
用
を
二
割
減
ら
す 

買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、

省
包
装
の
野
菜
な
ど
を

選
ぶ 

テ
レ
ビ
番
組
を
選
び
、

一
日
一
時
間
テ
レ
ビ
利

用
を
減
ら
す 

〈約13kg〉 
（0.2%） 

〈約58kg〉 
（1.1%） 

〈約240kg〉 
（4.4%） 

〈約31kg〉 
（0.6%） 

〈約17kg〉 
（0.3%） 

〈約65kg〉 
（1.2%） 

〈約87kg〉 
（1.6%） 〈約39kg〉 

（0.7%） 

〈約185kg〉 
（3.4%） 

〈約31kg〉
（0.6%） 

CO2CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2CO2

CO2 CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2CO2CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2CO2

1,000 1,000
1,000

1,000
1,000

1,000
1,000

1,000
1,000
1,000
1,000

1,000
1,000
1,000
1,000

1,000
1,000
1,000
1,000
1,000
1,000

1,000

1,000 1,000
1,000 1,000
1,000 1,000
1,000 1,000

1,000 1,000
1,000 1,000
1,000 1,000
1,000 1,000

1,000 1,000
1,000

一世帯当たりの 
年間節約効果 

〈一世帯当たりの年間CO2削減効果〉 
（削減割合） 

（（ ）） 
（（1,000円）） 

（（11,000円）） 

（（2,000円）） 

（（5,000円）） 

（（6,000円）） 

（（2,000円）） （（2,000円）） 

（（8,000円）） （（4,000円）） 

　最近よく耳にする「地球温暖化」とは何でしょう。
　地球上で生物が生きやすい状態に温度を保ってくれるのが、大気中にある温室効果ガス。ところが最近、二酸
化炭素（CO２）などが急に増えて温室効果が強くなりすぎ、地球の気温が上がってきています。この現象が「地球
温暖化」です。
○　このまま温暖化が進むと私たちの暮らしはどうなるのでしょうか。
　２１００年には、地球の平均気温が最大５.８度上がると予測されている。もしもそうなれば、氷河などが溶け出し、
海面の上昇による沿岸都市や平野の水没、台風や洪水・干ばつなどの異常気象の多発、農作物の減少、マラリア
などの伝染病の流行可能地域の拡大など、あらゆる被害が発生します。現在、海面上昇によって国土を失いつつ
ある島もあり、日本でも桜の開花日が早まるなどの生物への影響が表れ始めています。
○　私たちのできることは何でしょうか。
　地球温暖化は、私たちの日常生活に欠かせない電気や石油・石炭などの化石燃料の消費が原因で起こります。
　私たちの身近なくらしや行動が地球温暖化の一因になっていることを、一人ひとりが十分に理解し、家庭での
省エネルギーや省資源に配慮した取り組みを行う必要があります。
　参考文献：『チーム・マイナス６％』ホームページ（http:www.team-６.jp/）

温暖化から地球を守ろう 

　　　私たちができる地球温暖化対策 

温暖化から地球を守ろう 

　　　私たちができる地球温暖化対策 

温暖化から地球を守ろう 

　　　私たちができる地球温暖化対策 

　一世帯当たりの年間CO２排出量を、５,５００キログラム /年として以下の項
目で１４％CO２削減（２００２年比）ができます。

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととととととととととととととととととととととしししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約ででででででででででででででででででででででででででででででででで１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ののののののののののののののののののののののののののののののののの削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減がががががががががががががががががががががががががががががががががででででででででででででででででででででででででででででででででできききききききききききききききききききききききききききききききききままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす（年間で７６６キログラム削減）

（参考：環境省ホームページ）

○問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１７）
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前
回
歩
い
た
平
野
橋
か
ら
阿
久
比
川
沿

い
を
北
に
向
か
い
、県
道
白
沢
八
幡
線（
２

５
４
号
線
）
を
ぶ
ら
り
旅
し
た
。

日
本
各
地
で
観
測
史
上
最
高
気
温
を
記

録
す
る
な
ど
猛
暑
が
続
く
。「
暑
い
な
あ
」。

「
こ
の
暑
さ
な
ん
と
か
な
ら
な
い
で
す
か

ね
」。
友
人
と
の
会
話
は
暑
さ
の
話
題
に

し
か
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
暑
い
。
阿
久

比
川
に
は
大
き
な
コ
イ
た
ち
が
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
泳
ぐ
。
水
の
中
で
涼
し
い
顔
を

す
る
コ
イ
が
う
ら
や
ま
し
く
思
え
る
。

知
多
半
島
道
路
の
下
を
く
ぐ
り
、
県
道

　

号
線
を
横
断
し
て
県
道
２
５
４
号
線
に

５５入
り
、
西
へ
向
か
う
。
田
ん
ぼ
で
は
、
実

り
始
め
た
稲
穂
の
ガ
ー
ド
マ
ン
�
か
か
し
�

の
姿
が
目
に
付
く
。
自
分
た
ち
を
励
ま
す

気
持
ち
も
込
め
て
「
暑
い
中
、
ご
く
ろ
う

さ
ま
」
と
声
を
掛
け
る
。

宝
安
寺
に
立
ち
寄
り
休
憩
を
取
る
。

「
暑
い
」。「
・
・
・
」。
水
分
補
給
は
十
分

過
ぎ
る
ほ
ど
取
り
、
腹
の
中
は
�
チ
ャ
ポ

チ
ャ
ポ
�。
境
内
で
セ
ミ
の
声
が
一
匹
も

し
な
い
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
。
流
れ
落

ち
る
汗
を
タ
オ
ル
で
ふ
く
。

再
び
県
道
に
戻
る
。
民
家
が
立
ち
並
ぶ

間
を
道
が
続
く
。
緩
や
か
な
坂
道
を
上
っ

て
い
く
。
沿
道
の
柿
の
木
に
は
、
緑
色
し

た
実
が
付
く
。「
稲
穂
」
し
か
り
、「
柿
の

実
」
し
か
り
、
自
然
界
で
は
暑
さ
の
中
で

も
、
秋
の
準
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

実
り
の
秋
が
待
ち
遠
し
い
。

分
か
れ
道
の
一
角
に
の
ぼ
り
が
立
ち
、

小
さ
な
堂
の
中
に
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
て
い

る
。
地
蔵
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
近
く
の

民
家
で
尋
ね
る
。
地
蔵
の
あ
る
場
所
は
昔

の
峠
で
、
道
し
る
べ
の
役
割
を
果
た
す
。

「
右
佐
布
里
」、「
左
草
木
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。
地
蔵
を
抱
い
て
祈
る
と
、
願
い
事

が
か
な
う
と
伝
え
ら
れ
、
今
で
も
地
蔵
を

抱
く
人
の
姿
を
見
掛
け
る
と
の
こ
と
。
八

月
と
一
月
の
年
二
回
�
地
蔵
ま
つ
り
�
が

行
わ
れ
、
近
く
に
住
む
六
件
の
家
が
順
番

で
世
話
を
し
、
ま
つ
り
の
日
に
は
お
年
寄

り
や
子
ど
も
が
念
仏
を
唱
え
る
。「
お
参

り
が
終
わ
っ
た
後
に
団
子
や
お
菓
子
が
配

ら
れ
る
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
回
楽
し

み
に
し
て
ま
す
よ
」
と
話
を
聞
か
せ
て
く

れ
た
女
性
が
目
を
細
め
る
。

「
君
も
お
地
蔵
さ
ん
を
抱
い
て
願
い
事

を
し
て
み
た
ら
」
と
友
人
に
勧
め
る
。
恐

る
恐
る
地
蔵
を
抱
き
、
目
を
閉
じ
て
何
や

ら
祈
っ
て
い
る
。「
何
を
お
願
い
し
た

の
？
」。「
も
ち
ろ
ん
あ
の
�

�

こ
と
で
す
。
想

像
に
お
任
せ
し
ま
す
」。
想
像
は
付
く
の

で
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
聞
か
な
か
っ
た
。

知
多
市
の
看
板
が
出
て
き
た
の
で
今
日

の
ぶ
ら
り
旅
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
。
私

た
ち
の
周
り
を
赤
ト
ン
ボ
が
飛
び
交
う
。

暑
い
中
、
少
し
秋
が
見
え
た
。

今
回
で
「
阿
久
比
の
道
を
行
く
」
を
終

了
し
、
次
回
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
を

歩
く
」
を
連
載
し
ま
す
。

峠の“抱き地蔵”

N

白
沢
駅 

焼山池 焼山池 

西尾知多線 

英比小 

平野橋 

阿
久
比
川 

知
多
半
島
道
路 

名
鉄
河
和
線 

県
道
白
沢
八
幡
線 

254

55

草木川 

峠地蔵尊 

稲穂のガードマン“かかし”
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カ
タ
ッ
。
真
夜
中
、
ひ
ろ
君
の
つ
く

え
の
上
の
小
さ
な
は
こ
が
あ
い
た
。
中

か
ら
と
び
だ
し
て
き
た
の
は
、
赤
、
青
、

緑
、
黄
、
オ
レ
ン
ジ
の
五
つ
の
お
手
玉

だ
。
ひ
み
つ
の
会
合
が
は
じ
ま
っ
た
。

「
最
近
は
み
ん
な
お
手
玉
を
知
ら
な
い

ら
し
い
よ
。
な
ん
で
も
ゲ
ー
ム
が
人
気

な
ん
だ
っ
て
さ
」

と
い
う
の
は
、
あ
に
き
分
の
青
玉
。

「
え
っ
、
ほ
ん
と
う
か
？
」

　

お
ど
ろ
い
た
緑
玉
が
聞
く
。

「
う
ん
。
ケ
ー
ス
か
ら
出
し
て
も
も
ら

え
な
い
お
手
玉
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
っ

て
ひ
ろ
君
が
言
っ
て
た
わ
」

と
、
し
っ
か
り
も
の
の
赤
玉
。

「
ぼ
く
た
ち
、
よ
か
っ
た
な
。
ひ
ろ
君

や
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
毎
日
あ
そ
ん
で
く
れ

る
も
ん
。
け
ど
、
外
に
い
っ
て
み
た
い

な
あ
、
ぼ
く
た
ち
、
こ
の
部
屋
の
中
し

か
知
ら
な
い
も
ん
な
あ
」

　

緑
玉
が
言
う
と
、
赤
玉
が
、

「
そ
う
ね
、
き
ょ
う
み
あ
る
。
ひ
ろ
君

が
い
つ
も
話
し
て
る
学
校
と
か
」

と
、
目
を
か
が
や
か
せ
た
。

「
学
校
か
、
そ
れ
は
い
い
ぞ
。
み
ん
な

で
、
ひ
ろ
君
の
学
校
へ
行
こ
う
！
」

　

青
玉
の
一
言
で
、
そ
れ
ま
で
だ
ま
っ

て
聞
い
て
い
た
、
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
も

「
さ
ん
せ
い
」

と
、
大
き
な
声
を
あ
げ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
お
手
玉
た
ち
は
、
ど
う

や
っ
て
学
校
へ
行
く
か
、
あ
れ
こ
れ
考

え
た
す
え
、
こ
っ
そ
り
ひ
ろ
君
の
ラ
ン

ド
セ
ル
に
し
の
び
こ
ん
だ
。

「
う
わ
っ
」

　

何
も
知
ら
な
い
ひ
ろ
君
は
学
校
で
ラ

ン
ド
セ
ル
を
開
け
て
思
わ
ず
大
声
を
あ

げ
た
。そ
の
声
で
、友
達
が
何
人
か
ひ
ろ

君
の
周
り
に
集
ま
っ
て
き
た
。一
人
の

女
の
子
が
、

「
あ
ー
、
か
わ
い
い
お
手
玉
。
私
、
意

外
と
う
ま
い
ん
だ
。
か
し
て
、
か
し
て
」

と
言
っ
て
、
赤
と
オ
レ
ン
ジ
の
お
手
玉

を
ほ
う
り
上
げ
た
。
す
る
と
、

「
な
ん
だ
、
そ
れ
。
お
れ
に
も
か
せ
よ
」

「
私
も
や
っ
て
み
た
ー
い
。
ひ
ろ
君
、

ど
う
や
る
の
」

と
、
お
手
玉
は
け
っ
こ
う
な
人
気
に

な
っ
た
。

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
先
生
が
教
室
に

入
っ
て
き
た
。
と
そ
の
と
き
、
は
な
れ

た
所
で
お
手
玉
で
あ
そ
ぶ
の
を
見
て
い

た
子
が
、

「
先
生
、
ひ
ろ
君
が
不
要
物
を
も
っ
て

き
て
ま
す
。」

と
言
っ
た
。
お
こ
ら
れ
る
？　

ひ
ろ
君

が
思
っ
た
と
き
、
つ
く
え
の
上
に
置
か

れ
た
お
手
玉
た
ち
が
わ
ず
か
だ
っ
た
が

一
せ
い
に
ふ
る
え
た
よ
う
に
見
え
た
。

「
ま
あ
、
め
ず
ら
し
い
。
ひ
ろ
君
、
き
ょ

う
は
ど
う
し
た
の
。
じ
ゅ
業
の
前
に
少

し
だ
け
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
」

　

先
生
は
そ
う
言
う
と
、
お
手
玉
を
前

の
つ
く
え
に
も
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ど
う
し
た
の
、
と
聞
か
れ
た
ひ
ろ
君

は
困
っ
た
。
な
ぜ
お
手
玉
が
入
っ
て
い

た
か
な
ん
て
ひ
ろ
君
に
も
わ
か
ら
な
い
。

け
ど
、

「
み
ん
な
で
あ
そ
ん
だ
ら
楽
し
い
か
な

と
思
っ
て
も
っ
て
き
ま
し
た
。」

と
、
こ
た
え
た
。
置
か
れ
た
お
手
玉
の

形
が
、
ひ
ろ
君
に
は
心
配
そ
う
に
肩
を

よ
せ
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

「
お
手
玉
は
だ
め
」
と
か
、「
不
要
物
だ
」、

と
い
う
意
見
が
出
る
と
、
お
手
玉
た
ち

は
少
し
だ
け
た
て
に
長
く
な
っ
た
り
、

「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」「
や
り
た
い
」
と

い
う
意
見
が
出
る
と
、
ほ
っ
と
し
た
よ

う
に
横
に
広
が
っ
た
り
し
た
。（
お
、
お

手
玉
や
っ
ぱ
り
う
ご
い
て
る
。
み
ん
な

に
気
づ
か
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ
）

ひ
ろ
君
は
ど
ぎ
ま
ぎ
す
る
気
持
ち
を
か

く
す
よ
う
に
う
つ
む
き
、
き
の
う
の
こ

と
を
思
い
返
し
た
。

　

き
の
う
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
か
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
手
玉
を
し
た
ぞ
。

け
ど
、
ば
ん
ご
飯
の
前
に
、
部
屋
に
も
っ

て
い
っ
て
、
つ
く
え
の
上
の
は
こ
に
入

れ
た
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
お
手
玉
に
は
さ

わ
っ
て
い
な
い
：
：
：
。
き
っ
と
勝
手

に
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
入
っ
た
ん
だ
。

も
し
か
し
て
お
ば
け
お
手
玉
：
：
？　

い
や
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ぼ
く
に
作
っ

て
く
れ
た
と
く
べ
つ
な
お
手
玉
だ
。
早

く
返
し
て
。

　

ひ
ろ
君
は
、
い
の
る
よ
う
な
気
持
ち

で
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
話
し
合
い
な
ん

か
、
何
一
つ
耳
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

「
：
：
：
ひ
ろ
君
、
み
ん
な
も
や
り
た

い
っ
て
言
っ
て
る
こ
と
だ
し
、
ま
た
お

手
玉
の
あ
そ
び
方
、
教
え
て
あ
げ
て
ね
」

　

顔
を
上
げ
る
と
、
先
生
が
お
手
玉
を

も
っ
て
つ
く
え
の
横
に
立
っ
て
い
た
。

　

よ
か
っ
た
ー
。
ぶ
じ
返
っ
て
き
た
。

ひ
ろ
君
は
ホ
ッ
と
む
ね
を
な
で
お
ろ
し

た
。
お
手
玉
た
ち
も
笑
顔
で
ひ
ろ
君
を

見
上
げ
て
い
た
が
、
ひ
ろ
く
ん
は
気
づ

か
ず
、
あ
わ
て
て
お
手
玉
を
つ
く
え
の

中
に
し
ま
い
こ
ん
だ
。

「
な
あ
、
学
校
っ
て
楽
し
い
と
こ
だ
な
」

「
話
し
合
い
は
ど
き
ど
き
し
た
よ
」

「
ね
え
、あ
し
た
も
し
の
び
込
ま
な
い
？
」

　

そ
の
ば
ん
、
ひ
ろ
君
は
ゆ
め
の
中
で

こ
ん
な
会
話
を
聞
い
た
気
が
し
た
。

し
ろ
や
ま
会
員　
　

渡
辺　

郁
巳

お
手
玉
た
ち
の
冒
険

お
手
玉
た
ち
の
冒
険 

お
手
玉
た
ち
の
冒
険

お
手
玉
た
ち
の
冒
険 

お
手
玉
た
ち
の
冒
険

お
手
玉
た
ち
の
冒
険 
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�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
募
集
事
務
所

　

�（
２
１
）０
０
０
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/aichi/

�鶴
見　

榮　

様

　

阿
久
比
町
へ
現
金
百
万
円
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


試験期日受付期間受験資格募集種目

９月２３・２４日９月５日～
　　　９月７日・平成２０年４月１日現在

１８歳以上２１歳未満の方
・高卒者（見込みを含む）

推薦

防衛大学校学生 １次　１１月１０・１１日　　
２次　１２月１１日～１４日　
の指定された日

９月７日～
　　　９月２８日一般

１次　１１月３・４日　　
２次　１２月５日～７日　
の指定された日

９月７日～
　　　９月２８日

・平成２０年４月１日現在
１８歳以上２１歳未満の方
・高卒者（見込みを含む）

防衛医科大学校学生

１次　１０月１４日　　　　
２次　１１月１７日又は１８日

９月７日～
　　　９月２８日

・平成２０年４月１日現在
１８歳以上２４歳未満の方
・高卒者（見込みを含む）

看 護 学 生

受付時にお知らせします。年間を通じて
行っています。

採用予定月の１日現在、
１８歳以上２７歳未満の男子男子２等陸・海・空士

印鑑登録証は大切に保管してください

　自分の大切な人が、目の前で倒れた時のことを考
えたことはありますか。そんな時、あなたは何もせ
ず救急車を待つだけでしょうか。
　救急車は１１９番通報から現場に到着するまでに、
全国平均で約６分かかります。心臓停止や呼吸停止
といった最悪の場合、救急車が到着してからでは遅
いのです。大切な命を救うには、「早い１１９番通
報」「早い応急手当」が必要です。それができるの
は、その場に居合わせた『あなた』です。
　あなたの「愛と勇気」が大切な命を救います。

□日　時
　９月１２日（水）午後２時～午後４時（雨天中止）
□場　所
　ユーストア　阿久比店（駐車場内）
□内　容
（１）心肺蘇生法、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

の取り扱い実技指導
（２）各種応急手当法の実技指導など
□問い合わせ先
　半田消防署阿久比支署　�（４７）０１１９

　印鑑登録証明書が必要な場合は、住民福祉課戸籍住民係の窓口に
印鑑登録書交付申請書を提出してください。
持参するもの
本 人の場合　印鑑登録証（黄色の二つ折りの手帳）
代理人の場合　印鑑登録証（黄色の二つ折りの手帳）
　　　　　　　※　登録印、代理人の認印、委任状は必要ありません。
　申請書の記載内容（登録している方の住所、氏名、生年月日、登
録番号）に誤りがあるときは、印鑑登録証明書の交付はできません
ので注意してください。
　印鑑登録証を紛失し、印鑑登録証明書が必要な場合は、紛失届を
提出して、再登録が必要です。本人でも公的機関発行の写真付身分
証明書がない方や代理人が申請する場合は、即日に登録と証明書交
付ができませんのでご了承ください。
□問い合わせ先　住民福祉課戸籍住民係　�（４８）１１１１（内２２４・２２５)

救急医療週間　９月９日（日）～９月１５日（土）
「救命の主役はあなたです」
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�□
勤
務
場
所

　

阿
久
比
町
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
社
会

教
育
課
内
）

□
勤
務
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間

　

十
月
一
日
〜
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間

　

平
日
の
週
三
日
、
一
日
四
時
間
程
度

□
賃　

金　

九
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
十
九
年
九
月
一
日

現
在
）
ま
で
の
健
康
で
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
）
の
操
作
が
で
き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
申
込
期
限　

九
月
十
九
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝

う
た
め
に
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

九
月
十
六
日（
日
）

　

午
後
一
時
半
〜

□
場　

所　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス

ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
対
象
者　

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
昭

和
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

※　

敬
老
会
当
日
は
会
場
周
辺
の
道
路
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
交
通
安
全

に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
８
・
２

９
０
）

�
　

町
営
プ
ー
ル
一
般
開
放
の
忘
れ
物
が
た

く
さ
ん
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

十
月
一
日（
月
）ま
で
中
央
公
民
館
本
館

の
社
会
教
育
課
で
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
取
り
に
き
て
く
だ

さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
線
２
６
２
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
　

中
部
臨
空
都
市
空
港
対
岸
部
（
り
ん
く

う
町
）
で
ポ
ッ
ト
苗
約
一
万
本
を
植
樹
す

る
「
り
ん
く
う
の
森
」
植
樹
祭
（
愛
知
県

企
業
庁
、
常
滑
市
、
毎
日
新
聞
社
共
催
）

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
植
樹
祭
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

十
月
十
四
日（
日
）　

午
前
九

時
四
十
五
分
〜
（
受
け
付
け
は
午
前
八

時
半
〜
）

□
場　

所　

常
滑
市
り
ん
く
う
町
地
内

（
名
鉄
り
ん
く
う
常
滑
駅
南　

㌔
）

０.５

□
参
加
料　

無
料

□
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
複
数
記
入
も

可
）

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
五
日（
火
）必
着

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
４
７
９
‐
８
６
１
０
（
住
所
記
入
不

要
）
常
滑
市
計
画
建
築
課
公
園
緑
化
担

当　

�
（
３
５
）
５
１
１
１
（
内
２
４

３
）

　

企
業
庁
工
務
課
臨
空
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２
（
９
５
４
）
６
６
９
７

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど

第
四
回
試
験

　

十
月
十
四
日（
日
）

　

一
般
対
象

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

	

　

乙
種
第
一
〜
六
類
・
丙
種

　

受
付
期
間　

九
月
十
日
〜
十
九
日

第
五
回
試
験

　

十
一
月
四
日（
日
）

　

高
校
生
対
象

　

乙
種
第
四
類
・
丙
種

　

受
付
期
間　

十
月
一
日
〜
十
日

□
試
験
会
場

　

名
古
屋
市
内

□
試
験
手
数
料

　

乙
種　

三
千
四
百
円

　

丙
種　

二
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２
（
９
６
２
）
１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�
（
２
１
）
１
４
９
１

第
三
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時

　

十
月
二
日（
火
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場

　

常
滑
市
役
所

□
講
習
内
容

　

乙
種
第
四
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
間

　

九
月
二
十
八
日
ま
で

□
講
習
費
な
ど

　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

二
千
八
百
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�
（
２
１
）
１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐net.ne.jp/̃chitachu/

９
月
定
例
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
十
九
年
阿
久
比
町
議
会
第
三
回

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

九
月
六
日（
木
）午
前
十
時
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
４
１
）
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Information

�
　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
は
、
国

の
委
託
に
よ
り
愛
知
県
が
運
営
し
て
い
る

障
害
者
の
社
会
参
加
、
自
立
支
援
の
た
め

の
施
設
で
す
。
次
の
と
お
り
平
成
二
十
年

度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
科
目
お
よ
び
募
集
定
員

□
募
集
期
間

　

第
一
回　

十
月
一
日
〜
十
一
月
九
日

　

第
二
回　

平
成
二
十
年
一
月
七
日
〜
二

　

月
十
五
日

□
選
考
日　

　

第
一
回　

十
一
月
十
八
日　

　

第
二
回　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
四
日

□
応
募
資
格　

普
通
課
程　

高
校
卒
業
（
平
成
二
十
年

三
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
こ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
障
害

者
短
期
課
程

義
務
教
育
終
了
（
平
成
二
十
年
三
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
障
害
者

※　

い
ず
れ
も
障
害
が
固
定
し
、
訓
練
と

　

集
団
生
活
が
可
能
な
方

□
申
込
方
法

入
校
願
書
と
健
康
診
断
書
を
半
田
公
共

職
業
安
定
所
を
経
由
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

□
入
校
日　

平
成
二
十
年
四
月
九
日

□
受
験
料
、
入
校
料
、
授
業
料　

　

無
料

※　

訓
練
に
必
要
な
工
具
は
貸
し
出
し
ま

す
。た
だ
し
、教
科
書
代
、作
業
衣
代
、食

費
な
ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。
通
学
が

不
便
な
方
で
、
寮
規
則
を
守
り
自
立
し

た
寮
生
活
の
で
き
る
方
は
、
寄
宿
舎
に

入
寮
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
障
害
者
職
業
能

　

力
開
発
校　

�
０
５
３
３
（
９
３
）
２

１
０
２

�
　

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
（
九
月
十
七
日
〜
二
十
三
日
）

を
実
施
し
て
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど

も
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
、
心
配
事
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

□
相
談
日
時

�
�
�
�
�
�
�
	



　

九
月
十
七
日
〜
二
十
一
日　

午
前
八
時

半
〜
午
後
七
時

　

九
月
二
十
二
日
〜
二
十
三
日　

午
前
十

　

時
〜
午
後
五
時

□
相
談
専
用
電
話
番
号

　

�
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

　

擁
護
部　

�
０
５
２
（
９
５
２
）
８
１

　

１
１
（
内
１
４
７
０
）

�
　

半
田
保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

お
よ
び
関
連
疾
患
で
療
養
し
て
い
る
方
が

よ
り
快
適
に
在
宅
療
養
が
で
き
る
よ
う
、

患
者
の
方
と
家
族
を
対
象
に
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

九
月
二
十
七
日　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所

　

半
田
保
健
所　

四
階
大
会
議
室
（
半
田

　

市
出
口
町
１
―　

―
４
）

４５

□
内　

容

講
話
と
実
技
「
自
宅
で
で
き
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

□
講　

師

　

老
人
保
健
施
設
希
望
ヶ
丘
知
多

　

理
学
療
法
士　

朝
倉
和
雄
氏

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

九
月
二
十
一
日（
金
）ま
で
に
電
話
も
し

く
は
F
A
X
（
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加

人
数
を
記
入
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

半
田
保
健
所
地
域
保
健
課
地
域
保
健
グ

ル
ー
プ　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）７
１
４
２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
　

九
月
二
十
四
日
「
清
掃
の
日
」
か
ら
十

月
一
日
「
浄
化
槽
の
日
」
ま
で
の
「
環
境

衛
生
週
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、
東
部

知
多
衛
生
組
合
管
内
（
大
府
市
、
豊
明
市
、

東
浦
町
、
阿
久
比
町
）
の
小
学
四
年
生
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
（
優
秀
作
品
）

を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

□
展
示
場
所　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
二

　

階
ロ
ビ
ー
（
大
府
市
大
東
町
２
―　

）
９６

□
展
示
期
間　

九
月
十
五
日（
土
）〜
十
月

　

十
四
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
６
２
（
４
６
）
８

８
５
５

�
　

阿
久
比
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
二
年

に
一
度
、
町
内
版
の
電
話
帳
（
オ
ア
シ
ス

ペ
ー
ジ
）
を
作
成
し
、
町
内
各
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

個
人
宅
の
電
話
番
号
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
な
い
方
は
、
掲
載
を
し
ま
せ
ん
の
で
、

商
工
会
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
方
の
電
話
番
号
は
掲
載
を
予
定
し
て
い

ま
せ
ん
。）

□
連
絡
期
限　

十
月
一
日

□
配
布
時
期　

平
成
二
十
年
二
月
〜
三
月

□
連
絡
先　

阿
久
比
町
商
工
会　

�
（
４

８
）
７
０
８
５

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

募集定員訓練期間訓練科目区　分
２０ 人２ 年システム設計科普通課程
３０ 人１ 年OAビジネス科

短期課程

CAD設計科
１５ 人１ 年　　機械コース
１５ 人１ 年　　建築コース

１ 年デザイン科
２０ 人１ 年　　Webコース
１０ 人１ 年　　DTPコース

合わせて
４０ 人

１ 年園芸科
１ 年アパレル科
１ 年彫型工芸科
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� �
� �
� �

広
報　

あ 
ぐ 
い

941

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，２７６　　（△４）

人　口　２５，００２人（△９）

　男　　１２，３９２人（　１）

　女　　１２，６１０人（△１０）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　１７　転入　６７　

　死亡　１６　転出　７７

平成１９年８月１日現在

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１
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町では河川の増水を早期に察知するために、下記の場所に河川水位警戒標識を設置しています。
日ごろから、設置個所や平常時の水位などを把握して、もしもの時に備えてください。

河川水位警戒標識を設置しています

�草木川　　昭和橋下流右岸
�阿久比川　白沢橋上流右岸
�福山川　　福住新橋下流左岸
�西谷川　　神田橋下流右岸
�殿越川　　卯之宮橋上流左岸
�蟹田川　　野添橋下流左岸
�阿久比川　宮津橋上流右岸
�前田川　　梶明橋下流右岸
�英比川　　楢橋下流左岸
�十ケ川　　矢勝川除塵機上流右岸
�阿久比川　坂部橋下（愛知県設置）
�矢勝川　　岩滑西橋上流右岸
　　　　　　（半田市設置）
�矢勝川　　高田橋上流右岸
　　　　　　（半田市設置）
�矢勝川　　矢勝川除塵機南右岸
　　　　　　（半田市設置）
□問い合わせ先　建設課
　�（４８）１１１１（内２８２）

設 置 個 所


